
中・東部地区学校教職員が板妻駐屯地を研修

「由比桜えびまつり」で７万人に自衛隊をＰＲ

２
５
人
が
参
加
し
た
。

衛
隊
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
研
修
を
行
っ
た
。

小
銃
に
緊
張
感
が
漂
う
中
、
真
剣
に
教
育
に
取
り
組
む
後
ろ
姿
に
、
参
加
者
達

し
た
新
隊
員
を
訓
練
し
て
い
る
教
育
隊
を
見
学
し
た
。
入
隊
し
て
１
ヶ
月
弱
の

そ
の
後
、
両
地
区
が
板
妻
駐
屯
地
で
合
流
す
る
と
、
隊
員
食
堂
で
普
段
隊
員

で
あ
っ
た
。

指
導
担
当
教
諭
に
、
駐
屯
地
の
見
学
を
通
し
て
自
衛
隊
の
任
務
や
役
割
へ
の
理

衛
隊
の
活
動
や
仕
事
内
容
、
そ
の
他
近
年
の
自
衛
官
採
用
状
況
や
制
度
に
関
す

参
加
し
た
教
職
員
が
所
属
す
る
学
校
の
出
身
者
も
多
く
、
３
月
に
卒
業
し
て
わ

を
通
じ
て
各
学
校
の
教
諭
等
に
自
衛
隊
の
任
務
や
人
を
育
て
る
組
織
の
魅
力
に

解
を
深
め
、
今
後
の
進
路
指
導
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
、

２
４
日
（
月
）、
県
内
の
高
校
及
び
専
門
学
校
等
の
教
職
員
を
対
象
に
陸
上
自

新
隊
員
に
対
す
る
８
９
式
小
銃
の
分
解
や
結
合
訓
練
で
は
、
初
め
て
取
り
扱
う

が
摂
っ
て
い
る
食
事
を
体
験
喫
食
し
た
ほ
か
、
橘
中
佐
の
資
料
館
や
今
春
入
隊

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
熱
意
あ
る
若
者
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
。

る
説
明
等
を
行
な
っ
た
。

ず
か
１
ヶ
月
余
り
で
の
教
え
子
の
成
長
し
た
姿
と
雰
囲
気
に
驚
い
て
い
る
様
子

こ
の
研
修
は
、
県
内
中
・
東
部
地
区
に
所
在
す
る
各
学
校
の
教
職
員
や
進
路

ま
ず
中
部
地
区
は
静
岡
地
本
、
東
部
地
区
は
板
妻
駐
屯
地
内
に
お
い
て
、
自

は
任
務
の
重
さ
を
感
じ
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
新
隊
員
の
中
に
は
今
回

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
卒
業
生
が
成
長
し
た
姿
を
見
学
出
来
る
部
隊
研
修
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
４
月

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
大
型

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
食
の
イ
ベ
ン
ト
。

桜
え
び
ま
つ
り
」
に
お
い
て
広
報
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
約
７
万
人
の
来
場
者

駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
の
第
１
戦
大
隊
か
ら
９
６
式
装
輪
装
甲
車
の
車
両
展
示

族
連
れ
が
詰
め
か
け
て
好
評
を
得
た
。
更
に
、
会
場
に
は
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿

て
い
く
。

岡
地
本
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ず
ぽ
ん
」
と
の
記
念
撮
影
や
、
自

工
科
学
校
の
制
服
に
身
を
包
み
、
入
校
当
初
に
比
べ
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
姿

「
由
比
桜
え
び
ま
つ
り
」
は
、
全
国
で
唯
一
桜
え
び
が
獲
れ
る
駿
河
湾
に
面

に
お
い
て
自
衛
隊
に
興
味
を
抱
く
学
生
等
に
自
衛
官
の
採
用
制
度
に
関
す
る
情

ま
た
、
昨
年
４
月
に
高
等
工
科
学
校
に
入
校
し
た
松
田
健
吾
生
徒
が
、
休
暇

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
場
を
活
用
し
、
自
衛

し
た
由
比
漁
港
で
開
催
さ
れ
る
桜
え
び
の
祭
典
で
あ
り
、
毎
年
５
月
３
日
に
開

連
休
中
の
５
月
３
日
（
水
）、
由
比
漁
港
（
静
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
由
比

場
市
）
の
第
３
４
普
通
科
連
隊
か
ら
高
機
動
車
と
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
、
駒
門

衛
官
気
分
を
体
験
出
来
る
制
服
・
迷
彩
服
の
試
着
コ
ー
ナ
ー
等
に
は
多
く
の
家

隊
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
創
意
を
尽
く
し
た
広
報
活
動
に
努
め

報
や
福
利
厚
生
面
で
の
処
遇
等
に
つ
い
て
個
別
に
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
静

を
利
用
し
て
担
当
広
報
官
に
近
況
報
告
を
す
る
た
め
に
会
場
を
訪
れ
た
。
高
等

に
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

当
日
は
、
静
岡
地
本
の
広
報
官
と
地
元
の
募
集
相
談
員
が
募
集
説
明
ブ
ー
ス

も
あ
り
、
迫
力
の
あ
る
自
衛
隊
車
両
を
間
近
で
見
よ
う
と
人
気
が
集
ま
っ
た
。

は
、
日
々
の
成
長
と
頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。


